
「女性活躍加速のための重点方針 2019」 

Ⅱ あらゆる分野における女性の活躍 

２．女性活躍に資する働き方の推進、生産性・豊かさの向上

に向けた取組の推進 

a）柔軟な働き方がしやすい環境の整備

(厚生労働省説明資料) 
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「
雇
用

類
似

の
働

き
方

に
係

る
論
点

整
理

等
に

関
す
る

検
討

会
」

概
要

○
雇
用
類
似
の
働
き
方
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
（

20
17
年
３
月

28
日
働
き
方
改
革
実
現
会
議
決
定
）
に
お
い

て
「
順
次
実
態
を
把
握
し
、
雇
用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る
保
護
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
有
識
者
会
議
で
法
的
保
護
の
必
要
性
を
含
め

て
中
長
期
的
に
検
討
す
る
」
と
指
摘
。

○
こ
れ
を
受
け
、
「
雇
用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る
検
討
会
」
（

20
18
年
３
月

30
日
報
告
書
公
表
）
に
お
い
て
、
雇
用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る

実
態
把
握
・
課
題
整
理
等
を
実
施
。

○
そ
の
後
、
「
労
働
政
策
審
議
会
労
働
政
策
基
本
部
会
」
に
お
い
て
、
引
き
続
き
、
雇
用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る
保
護
等
の
在
り
方
に

つ
い
て
議
論
。
同
部
会
報
告
書
（

20
18
年
９
月
５
日
労
働
政
策
審
議
会
了
承
）
に
お
い
て
、
「
法
律
、
経
済
学
等
の
専
門
家
に
よ
る
検
討
に
速
や
か

に
着
手
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
旨
指
摘
。

○
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
雇
用
類
似
の
働
き
方
に
係
る
論
点
整
理
等
を
行
い
、
そ
の
保
護
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、

法
律
、
経
済
学
等
の
有
識
者
か
ら
な
る
検
討
会
を
開
催
。

※
あ
わ
せ
て
、
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
（

20
18
年
６
月

15
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
放
送
に
係
る
制
作
現
場
で
の
雇
用
類
似
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
実
態
と
課
題
の
整
理
・
分

析
を
行
い
、
雇
用
類
似
の
働
き
方
の
保
護
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
検
討
の
材
料
と
す
る
と
と
も
に
、
放
送
に
係
る
制
作
現
場
に
お
け
る
当
面
の
必
要
な
措
置
に
つ

き
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

趣
旨

委
員
構
成

芦
野

訓
和
（
東
洋
大
学
法
学
部
教
授
）

阿
部

正
浩
（
中
央
大
学
経
済
学
部
教
授
）

○
荒
木

尚
志
（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
）

安
藤

至
大
（
日
本
大
学
経
済
学
部
教
授
）

小
畑

史
子
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）

鹿
野

菜
穂
子
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
）

◎
鎌
田

耕
一
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）

川
田

琢
之
（
筑
波
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
系
教
授
）

桑
村

裕
美
子
（
東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
）

鈴
木

俊
晴
（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
准
教
授
）

土
田

和
博
（
早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院
教
授
）

長
谷
川

聡
（
専
修
大
学
法
学
部
教
授
）

水
町

勇
一
郎
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
）

村
田

弘
美
（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
長
）

※
◎
は
座
長
、
○
は
座
長
代
理

こ
れ
ま
で
の
開
催
経
過

・
第
１
回
（

20
18
年

10
月

19
日
）

・
第
２
回
（

20
18
年

12
月
３
日
）

・
第
３
回
（

20
18
年

12
月

25
日
）

・
第
４
回
（

20
19
年
１
月

22
日
）

・
第
５
回
（

20
19
年
２
月

13
日
）

・
第
６
回
（

20
19
年
３
月
１
日
）

・
第
７
回
（

20
19
年
３
月

13
日
）

・
第
８
回
（

20
19
年
３
月

22
日
）

※
引
き
続
き
、
開
催
予
定

・
第
９
回
（

20
19
年
４
月

12
日
）

・
第

10
回
（

20
19
年
４
月

23
日

)
・
第

11
回
（

20
19
年
５
月

21
日

)
・
第

12
回
（

20
19
年
６
月

12
日
）

・
第

13
回
（

20
19
年
６
月

25
日
）
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雇
用
類
似
の
働
き
方
に
係
る
論
点
整
理
等
に
関
す
る
検
討
会

中
間
整
理
に
つ
い
て

○
ヒア
リン
グ
、調

査
等
を
踏
ま
え
て
、雇

用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る
現
状
、課

題
等
に
つ
い
て
整
理
。

○
そ
の
上
で
、雇

用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る
保
護
等
の
在
り方

に
つ
い
て
は
、

・
雇
用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る
論
点
は
多
岐
に
わ
た
り、
現
段
階
で
は
、各

論
点
に
つ
い
て
議
論
の
収
斂
に
は
至
って
い
な
い

・
他
方
、優

先
的
に
取
り組

む
べ
き
課
題
を
中
心
に
引
き
続
き
議
論
し、
そ
の
対
応
の
方
向
性
を
取
りま
とめ
る
必
要
が
あ
る

こと
か
ら、
本
検
討
会
に
お
け
る
これ
ま
で
の
議
論
の
内
容
と今

後
の
検
討
の
在
り方

に
つ
い
て
中
間
的
に
整
理
。

雇
用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る
保
護
等
の
在
り
方
に
つ
い
て


検
討
に際
して
は
、保
護
の必

要
性
に関
す
る考
え方
の整

理
が必

要
であ
り、
引
き続
き検
討
が必

要
。

※
本
検
討
会
では
、交
渉
力
や情
報
の質
及
び量
の格
差
の存
在
、他
人
を使
用
せず
個
人
で働
き、
その
対
償
とし
て報
酬
を得
て生
活
して
いる
者
であ
る観
点
、自
営
業
者
の中
でも
より
労
働
者
に近

い者
であ
る観
点
等
が指
摘
。


現
在
の労

働
基
準
法
上
の労

働
者
性
（
以
下
「労
働
者
性
」と
いう
）
が認

めら
れ
な
い者

に対
す
る労
働
政
策
上
の保

護
の在

り方
を検
討
す
る視
点
とし
て、

現
在
の労

働
者
性
が適

当
であ
るか
を念
頭
に置
いて
おく
こと
は
必
要
であ
り、
継
続
して
検
討
す
べき
課
題
であ
るが
、労
働
者
性
の見

直
しは
、こ
れ
まで
の労

働
者
性
の判

断
基
準
を抜
本
的
に再
検
討
す
るこ
とと
な
るた
め、
短
期
的
には
結
論
を得
るこ
とは
困
難
と考
えら
れ
る。

この
ため
、当
面
は
、自
営
業
者
で
あ
って
、労
働
者
と類
似
した
働
き方
をす
る者
を中
心
に検
討
す
るこ
とが
適
当
。


上
記
の
考
え
方
も
踏
ま
え
、
「
雇
用
類
似
の
働
き
方
」
と
し
て
保
護
の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
発
注
者
か
ら

仕
事
の
委
託
を
受
け
、
主
と
し
て
個
人
で
役
務
を
提
供
し
、
そ
の
対
償
と
し
て
報
酬
を
得
る
者
を
中
心
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
適
当
。

そ
の
上
で
、
保
護
の
内
容
ご
と
に
、
対
象
者
の
具
体
的
な
要
件
を
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
基
本
的
な
考
え
方
、
対
象
者
に
つ
い
て
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•
契
約
条
件
の明
示
、契
約
の締
結
・変
更
・終

了
に関
する
ルー
ルの
明
確
化
等

•
報
酬
の支
払
確
保
、報
酬
額
の適
正
化
等

•
就
業
条
件

•
紛
争
が生
じた
際
の相
談
窓
口
等

•
スキ
ルア
ップ
・キ
ャリ
アア
ップ

•
発
注
者
との
集
団
的
な
交
渉

•
セー
フテ
ィネ
ット
関
係

ー仕
事
が打
ち 切
られ
た場
合
の支
援
等
、

社
会
保
障
等
、出
産
・育
児
・介
護
等
との
両
立

•
マッ
チン
グ支
援

•
発
注
者
から
のセ
クシ
ュア
ルハ
ラス
メン
ト等
へ

の対
策

•
仕
事
が 原
因
で負
傷
し又
は
疾
病
にか
かっ
た

場
合
等
の支
援
（
セー
フテ
ィネ
ット
関
係
）

①
本
検
討
会
で
特
に優
先
的
に取
り組
む
べき
課
題

②
専
門
的
・技
術
的
な
検
討
の
場
に
お
い
て

優
先
的
に
取
り組

む
べ
き
課
題

③
①
・②
の
検
討
状
況
や
雇
用
類
似
の
働
き

方
の
広
が
り等

も
踏
ま
え
つ
つ
必
要
に
応
じ

検
討
す
べ
き
課
題


放
送
分
野
に関
する
ヒア
リン
グ、
調
査
等
を踏
まえ
て議
論
を行
い、
放
送
制
作
現
場
の実
態
、課
題
を整
理
、分
析
。


契
約
締
結
時
にお
ける
契
約
書
の不
存
在
、契
約
内
容
の曖
昧
さ、
不
明
確
な
報
酬
額
等
の事
例
が見
られ
たほ
か、
本
検
討
会
では
、実
態
とし
て労
働
者
に該
当
する

者
につ
いて
は
、労
働
関
係
法
令
を適
用
する
こと
が重
要
であ
る旨
の意
見
があ
った
。

上
記
を踏
まえ
、放
送
制
作
現
場
にお
ける
当
面
の措
置
とし
て、
以
下
の対
応
が必
要
。

・
形
式
的
には
雇
用
（
労
働
）
契
約
以
外
の契
約
形
態
で働
く者
の中
でも
、実
態
とし
て労
働
者
性
が認
めら
れ
る者
につ
いて
は
、労
働
関
係
法
令
に基
づ
く

適
切
な
保
護
を図
る こ
とが
必
要
。こ
の点
に関
し、
労
働
者
性
の
有
無
に関
する
情
報
提
供
の
充
実
を図
るこ
とも
重
要
。

・
その
上
で、
上
記
に該
当
しな
い者
につ
いて
は
、契
約
条
件
の
明
示
等
を促
すた
め
、放
送
制
作
現
場
の
特
徴
にも
留
意
しつ
つ、
契
約
締
結
に際
して
活
用

で
きる
ツー
ルの
作
成
、周
知
等
を行
う こ
とが
必
要
。

放
送
制
作
現
場
に
お
け
る
当
面
の
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

これ
まで
の本
検
討
会
での
議
論
の内
容
を踏
まえ
、優
先
すべ
き課
題
を中
心
に、
ガイ
ドラ
イン
によ
る対
応
か
、法
的
な
対
応
か
とい
った
手
法
も含
め
、ス
ピー
ド感
を

持
って
検
討
を行
うこ
とが
適
当
であ
る。

本
検
討
会
での
議
論
を踏
まえ
、各
検
討
課
題
につ
いて
、３
つに
整
理
。

（
２
）
保
護
の
内
容
に
つ
い
て

（
３
）
今
後
の
検
討
に
つ
い
て
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